
 

 

 
 

 

 

             （公開保育や語り合う時間を充実させるため、参加人数を１５名程度に制限 

しています。参加をお断りすることがあります。ご了承ください。） 

  

 

  

 

 

本園の保育を見に来ませんか？ 

保育や事例をもとに、私たちと語り合いましょう。 

 
 
場所  香川大学教育学部附属幼稚園 

坂出市文京町 1 丁目 9 番 4 号 TEL：0877-46-2694 
  http://www.ed.kagawa-u.ac.jp/~fuzokuen/ 

        
 香川大学教育学部附属幼稚園高松園舎 

高松市番町５丁目１番 55 号 TEL：087-861-2393  
https://www.ed.kagawa-u.ac.jp/~ensha/index.html 

日時  坂出：①令和４年６月１日(水)・③８月２４日(水) 

高松：②令和４年７月６日(水)・④1０月５日(水) 

対象  県内幼稚園・こども園・保育所の保育者 

 

 

 

 

  

 

＊ ①③をご希望の方は、ＦＡＸ（0877-44-1262） 

②④をご希望の方は、FAX（087-861-2340）まで

お申し込みください。 

＊ 申し込み期日は、語ろうデーの２日前までです。な

お、人数制限のため、お断りすることがあります。 

＊ 当日９時００分～１０分に、各園玄関にて受付をい

たします。 

＊ 欠席される場合は、９時までにご連絡ください。 

＊ 香川県内に警報が出た場合やコロナ感染の警戒レベ

ルに応じて中止になる場合はご連絡します。 

＊各園でご使用の名札、上靴をご準備ください。 

＊水筒、昼食は各自でご準備ください。（昼食は注文の希望を取る場合もあります。） 

＊参加費として 500 円を集めさせていただきます。 

＊【高松園舎】にお越しの際は、公共機関をご利用いただきますようお願いします。 

＊【坂出】にお越しの際は、附属坂出小学校運動場を駐車場としてご利用いただけます。 

 校舎東門よりお入りください。 

香川大学教育学部附属幼稚園 ・ 高松園舎 

見たい 聞きたい 話したい 

保育について語ろうデー 

イ オ ン 

ロ
ー
ソ
ン 

 

http://www.ed.kagawa-u.ac.jp/~fuzokuen/
https://www.ed.kagawa-u.ac.jp/~ensha/index.html


 

 

 

例えば 

○子どもの声を聴くって？ 

○こんな時の保育者の出番は？ 

○子どもにとってどうなのか？ 

                  など 

（  ）香川大学教育学部附属幼稚園 行 

（  ）香川大学教育学部附属幼稚園高松園舎 行 ※どちらかに○を付けてください。 

 「保育について語ろうデー」参加申し込み書  

所属園・所名（          ） 電話番号（       ） 

参加者名（            ） ＦＡＸ番号（       ） 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

参加希望日

に○を付け

てください 
共に語り合う方 

 

第１回（坂出） ６月１日(水)  
坂井園長、片岡元子先生、松本博雄先生 

松井剛太先生、吉川暢子先生 

第２回（高松） ７月６日(水)  
金子之史先生、片岡元子先生、松本博雄先生 

松井剛太先生、吉川暢子先生 

第３回（坂出） 
8 月 2４日(水) 

午前中半日開催です。 
保育公開はありません 

 
金子之史先生、片岡元子先生 

松本博雄先生、吉川暢子先生 

第４回（高松） １０月５日(水)  
金子之史先生、松本博雄先生 

松井剛太先生、吉川暢子先生 

 

9:00 

 

11:30 

12:00 

 

13:00 

 

15:00 

 

16:20 

公開保育 

 

降園 

昼食会 

（本園職員と参加者一緒に） 

協議１ 保育について 

 

協議２ 事例検討 

 

終了 

※ＦＡＸ送信票は不用です。 

坂出：ＦＡＸ  0877-44-1262 

  高松：ＦＡＸ 087-861-2340 

★ 日 程（例） 

共にテーマをつくり、 

語り合う予定です 

 

保育履歴や担当学年、テ
ーマ毎に分かれて、話し
合う場合もあります！ 

これまで参加された方の感想より 

○附属幼稚園は、経験の浅い先生が何に悩んでいるかを先輩の先生が理解し、温かく見守っていると感じま

した。私たちが話しやすい雰囲気もちゃんと作ってくれたので話しやすかったです。（30代Ａさん） 

○事例を読みながら、私も１年目に同じ思いを感じていたことを思い出し涙が出そうでした。語り合える仲間が

いて「よし明日から頑張ろう」と思える研修が、園の保育の質を向上させるのだと思いました。（40代Ｂさん） 


